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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第67期

第２四半期連結
累計期間

第68期
第２四半期連結

累計期間
第67期

会計期間

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　９月30日

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　９月30日

自平成26年
　４月１日
至平成27年
　３月31日

売上高 （百万円） 38,459 37,275 79,835

経常利益又は経常損失（△） （百万円） 52 △54 135

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）

（百万円） 46 △56 132

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 129 8 459

純資産額 （百万円） 4,290 4,628 4,621

総資産額 （百万円） 13,615 14,041 12,862

１株当たり四半期（当期）純利

益金額又は四半期純損失金額

（△）

（円） 2.05 △2.52 5.92

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） - - -

自己資本比率 （％） 31.51 32.96 35.93

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 33 △111 1,248

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △109 △1,330 7

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △1,539 432 △1,886

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 1,347 1,321 2,330

 

回次
第67期

第２四半期連結
会計期間

第68期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自平成26年
　７月１日
至平成26年
　９月30日

自平成27年
　７月１日
至平成27年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額又

は１株当たり四半期純損失金額

（△）

(円） △0.55 0.81

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、前第２四半期連結累計期間及び前連結会

計年度は潜在株式が存在しないため、当第２四半期連結累計期間は１株当たり四半期純損失金額であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益又は四半期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

又は親会社株主に帰属する四半期純損失」としております。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」又は「四半期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」又は「親会社

株主に帰属する四半期純損失」としております。

 

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、アメリカ経済が好調に推移しておりましたが、中国経済への

不安を主因に世界的な景気減速懸念が高まり株式市場は乱高下するなど、その先行きは不透明な状況にあります。

当社を取巻く水産卸売業界においては、諸外国の漁獲規制や水産資源の減少、市場外流通の増大等の構造的な諸

問題に加え消費者の低価格志向や魚離れ等、厳しい業界環境が続いております。

このような状況のもと、当社グループの売上高は冷凍品取扱の減少が大きく影響し、372億75百万円（前年同期

売上高384億59百万円）と減収となり、不良債権に対する引当金の増加や物流経費の値上げ等で販売費及び一般管

理費が増加したことにより、営業損失82百万円（前年同期営業利益19百万円）、経常損失54百万円（前年同期経常

利益52百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は56百万円（前年同期親会社株主に帰属する四半期純利益46

百万円）となりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

　水産物卸売業は、売上高は369億円（前年同期は380億91百万円）、セグメント損失１億93百万円（前年同期は67

百万円のセグメント損失）となりました。冷蔵倉庫業は、売上高は２億25百万円（前年同期は２億19百万円）、セ

グメント利益は26百万円（前年同期は２百万円のセグメント利益）となりました。不動産賃貸業は、売上高は１億

49百万円（前年同期は１億49百万円）、セグメント利益は84百万円（前年同期は84百万円のセグメント利益）とな

りました。

当第２四半期連結会計期間末の総資産は140億41百万円となり、前連結会計年度末に比べ11億79百万円増加いた

しました。流動資産は80億20百万円となり、１億61百万円減少いたしました。売掛金と商品は増加しましたが、固

定資産の取得により現金及び預金が減少しました。固定資産は59億91百万円となり、13億10百万円増加いたしまし

た。これは主に新冷蔵庫の建設に伴う建設仮勘定の増加によるものです。当第２四半期連結会計期間の負債は94億

12百万円となり、前連結会計年度末に比べ11億71百万円増加いたしました。流動負債は76億54百万円となり、９億

23百万円増加いたしました。これは主に買掛金の増加よるものです。固定負債は17億57百万円となり、２億47百万

円増加いたしました。これは主に固定資産取得に伴う長期借入金の増加によるものです。当第２四半期連結会計期

間末の純資産は46億28百万円となり、前連結会計年度末に比べ、７百万円増加いたしました。これは主に親会社株

主に帰属する四半期純損失による剰余金の減少と投資有価証券の時価評価に伴うその他有価証券評価差額金の増加

のよるものです。この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の35.93％から32.96％となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ10億８百万円減少

し、13億21百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権やたな卸資産の増加により１億11百万円の支出（前年同期は33

百万円の収入）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得により13億30百万円の支出（前年同期は１億９百万

円の支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、新冷蔵庫建設に伴う借入金の増加等により４億32百万円の収入（前年同

期は15億39百万円の支出）となりました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

 該当事項はありません。

 

(5）主要な設備

当第２四半期連結累計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画は次のとおりであります。

（重要な設備の新設）

　当第２四半期連結累計期間において、平成28年11月開場予定の東京都中央卸売市場豊洲市場の施設内に、当社冷

蔵倉庫（竣工予定：平成28年８月、収容トン数：約21,480トン、投資予定額：約4,300百万円）の建設を計画して

おります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）

(平成27年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成27年11月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 22,475,208 22,475,208
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

 1,000株

計 22,475,208 22,475,208 - -

 

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成27年７月１日～
平成27年９月30日

- 22,475,208 - 2,037 - 977
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(6)【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ベニレイ 東京都港区芝浦4-9-25 1,712 7.61

東洋水産株式会社 東京都港区港南2-13-40 1,216 5.41

株式会社ヨンキュウ 愛媛県宇和島市築地町2-318-235 1,124 5.00

株式会社みずほ銀行

(常任代理人　資産管理サービス

信託銀行株式会社)

東京都千代田区大手町1-5-5　

(東京都中央区晴海1-8-12晴海アイランド

トリトンスクエアオフィスタワーZ棟)

1,112 4.94

株式会社ニチレイフレッシュ 東京都中央区築地6-19-20 790 3.51

横浜冷凍株式会社 神奈川県横浜市神奈川区守屋町1-1-7 576 2.56

朝日生命保険相互会社

(常任代理人　資産管理サービス

信託銀行株式会社)

東京都千代田区大手町2-6-1

(東京都中央区晴海1-8-12晴海アイランド

トリトンスクエアオフィスタワーZ棟)

300 1.33

築地魚市場持株会 東京都中央区築地5-2-1 287 1.27

大三川　和義 東京都小金井市 285 1.26

ＢＢＨ／ＤＢＳ ＢＡＮＫ （Ｈ

ＯＮＧ ＫＯＮＧ）

ＬＩＭＩＴＥＤ Ａ／Ｃ ００５

ＮＯＮ ＵＳ

(常任代理人　株式会社三井住友

銀行)

１１／Ｆ， ＴＨＥ ＣＥＮＴＥＲ ９９

ＱＵＥＥＮ’Ｓ ＲＯＡＤ ＣＥＮＴＲＡ

Ｌ ＨＯＮＧ ＫＯＮＧ ＨＯＮＧ ＫＯＮ

Ｇ

(東京都千代田区丸の内1-3-2)

200 0.88

中央魚類株式会社 東京都中央区築地5-2-1 200 0.88

計 － 7,802 34.71
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(7)【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 - - -

議決権制限株式（自己株式等） - - -

議決権制限株式（その他） - - -

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 32,000 - -

完全議決権株式（その他） 普通株式 22,359,000 22,359 -

単元未満株式 普通株式 84,208 - -

発行済株式総数  22,475,208 - -

総株主の議決権 - 22,359 -

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

築地魚市場㈱
東京都中央区築地

5-2-1
32,000 - 32,000 0.14

 

２【役員の状況】

  前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,330 1,321

受取手形及び売掛金 3,468 4,126

有価証券 13 15

前渡金 50 -

商品及び製品 2,062 2,332

原材料及び貯蔵品 9 10

その他 355 366

貸倒引当金 △108 △152

流動資産合計 8,181 8,020

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,671 1,630

建設仮勘定 9 1,194

その他（純額） 1,002 995

有形固定資産合計 2,683 3,819

無形固定資産 80 79

投資その他の資産   

投資有価証券 1,603 1,672

その他 426 533

貸倒引当金 △112 △112

投資その他の資産合計 1,917 2,093

固定資産合計 4,681 5,991

繰延資産 - 29

資産合計 12,862 14,041

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,180 2,988

短期借入金 3,973 4,166

未払法人税等 10 10

賞与引当金 64 63

その他 501 425

流動負債合計 6,731 7,654

固定負債   

長期借入金 354 620

長期未払金 3 3

繰延税金負債 103 113

退職給付に係る負債 471 464

その他 576 556

固定負債合計 1,510 1,757

負債合計 8,241 9,412
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,037 2,037

資本剰余金 983 983

利益剰余金 908 851

自己株式 △5 △5

株主資本合計 3,923 3,866

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 680 742

繰延ヘッジ損益 △2 -

土地再評価差額金 19 19

その他の包括利益累計額合計 697 762

純資産合計 4,621 4,628

負債純資産合計 12,862 14,041
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 38,459 37,275

売上原価 36,709 35,509

売上総利益 1,750 1,766

販売費及び一般管理費 ※ 1,731 ※ 1,849

営業利益又は営業損失（△） 19 △82

営業外収益   

受取利息 23 22

受取配当金 23 23

その他 21 12

営業外収益合計 68 58

営業外費用   

支払利息 27 18

その他 8 12

営業外費用合計 35 31

経常利益又は経常損失（△） 52 △54

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
52 △54

法人税等 6 1

四半期純利益又は四半期純損失（△） 46 △56

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
46 △56
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 46 △56

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 84 62

繰延ヘッジ損益 △0 2

その他の包括利益合計 83 64

四半期包括利益 129 8

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 129 8

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
52 △54

減価償却費 81 67

貸倒引当金の増減額（△は減少） △18 43

賞与引当金の増減額（△は減少） △32 △0

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 9 △6

受取利息及び受取配当金 △47 △46

支払利息 27 18

投資有価証券売却損益（△は益） △4 -

投資有価証券評価損益（△は益） - 1

売上債権の増減額（△は増加） △115 △657

たな卸資産の増減額（△は増加） △717 △269

前渡金の増減額（△は増加） 38 50

仕入債務の増減額（△は減少） 477 807

その他 260 △93

小計 12 △140

利息及び配当金の受取額 47 48

利息の支払額 △20 △14

法人税等の支払額 △5 △4

営業活動によるキャッシュ・フロー 33 △111

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △19 △1,191

投資有価証券の取得による支出 △9 △0

投資有価証券の売却による収入 22 -

貸付けによる支出 △143 △82

貸付金の回収による収入 41 11

その他 - △67

投資活動によるキャッシュ・フロー △109 △1,330

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,500 492

長期借入れによる収入 - 277

長期借入金の返済による支出 △15 △315

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △0 △0

その他 △22 △20

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,539 432

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,614 △1,008

現金及び現金同等物の期首残高 2,961 2,330

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,347 ※ 1,321
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

　第１四半期連結会計期間において、株式会社東市ロジスティクスを設立したため、連結の範囲に含めておりま

す。

 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

偶発債務

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

銀行借入保証   

 東市築地水産貿易（上海）有限公司 38百万円 37百万円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

　　至 平成27年９月30日）

出荷奨励金 42百万円 32百万円

完納奨励金 52 55

保管附帯費 225 255

市場使用料 128 126

給料及び賞与 594 606

賞与引当金繰入額 60 58

退職給付費用 43 58
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

現金及び預金勘定 1,347百万円 1,321百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 - -

現金及び現金同等物 1,347 1,321

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

配当金支払額

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

配当金支払額

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 水産物卸売業 冷蔵倉庫業 不動産賃貸業 合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

売上高       

外部顧客への売上高 38,091 219 149 38,459 - 38,459

セグメント間の内部売上高又は

振替高
- 8 - 8 (8) -

計 38,091 227 149 38,468 (8) 38,459

セグメント利益又は損失（△） △67 2 84 19 - 19

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 水産物卸売業 冷蔵倉庫業 不動産賃貸業 合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

売上高       

外部顧客への売上高 36,900 225 149 37,275 - 37,275

セグメント間の内部売上高又は

振替高
- 6 - 6 (6) -

計 36,900 232 149 37,282 (6) 37,275

セグメント利益又は損失（△） △193 26 84 △82 - △82

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）
２円05銭 △２円52銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親

会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（百万円）

46 △56

普通株主に帰属しない金額（百万円） - -

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（百万円）

46 △56

普通株式の期中平均株式数（千株） 22,445 22,443

 （注）　前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

　　当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損

失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年11月13日

築地魚市場株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　栄司　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 久保　英治　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている築地魚市場株式

会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、築地魚市場株式会社及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途

保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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